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白

わが114 の fT阪は主として南方材のラワン材が非常;こ多く使用されているつ大部分フイ I} ~ツビンから輸入

されているが，現住フイ\}、Y ピン木材業w.の刊;:こは，対日丸太輸出祭lt:の戸が底流していることは無視

することができないっ昨年， 日本農株主'$伶式会社より，カランパヤン材がイ干阪に適材か否かの調布、こつ

いて依頼があり， 介板としての接着i陀能について考察した結果をここにとりまとめ報告するしだいであ

る、カラン'叶ヂン l工，学名を Anthocephalus cadamba MIQ. , fam. Rubiaceae といい，産地はインド

ネシヤであるご用途ば，板材，千百材，ベニヤ等に使用されているご

試験に供したカランパヤンは元東大教J受主打lî{JI'八郎氏らによって 16 年前に航栽されたもので，その林

中日は Phot. 1 ìこかかげた

なお， }ìí.似の製作μついては当場木材郎加工科長中村源 J主

官の労をわずらわしたことを1-1 記 L ，感謝の意を表する L だ L 、

であるつ

さらに，カランパヤンおよびラワン材のヘミセルロ ズの定

iえを行った茨木:籾美需によイ L ， ここ!こぞの労合深謝する c

1 カランパヤン材の単板切削

供試材は搬入後ただちに7.K rl t貯材をし，煮沸などの前処測を

fることなく切出1]試験を実施したご供試材ば I~I 伐 550 mm ， 長

さ 320 111m , 合水不 80~1l0% ， 切 ì'í lj条件l土ラワンちiの切削

;こ準じて次のように行ったむ

刃角 19 0，ナイフ附磨国を水平に刈し垂直になるよ 7 にし，

刃先はほぼ主軸[，，]，伝中心と同高っ

単板厚さ 1~2 mm ， ナイフ刃先とノ ズパー先端間の距離

は q1.板厚さに対し 92% っ

(1) 木材部材質改良科長兼接着研究室長・農学博士,2) (3) 木材部材質改良科接着研究室員

Phot. 1 カラシパヤνの

16 年生の森林
Forest stand of klampeyan 
(Anthocephalus cadamba 
MIQ. , fam. Rubiaceae) , 

16 years old 
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切li lJ óè)~出兄と ìjJ.板の品'l'l

切削した単阪は特異の央気があるよ~乾比重は 0.42 1";\皮であるい ìj' 板の切ì'í11閣は比較的Hぼれ，むし

れなどなく平滑であるが，裏~II司れは ììí.板厚さに対L 20~50% W度であったう qi.i僚の品質は蒸n. 煮沸の

前処:flHを行えIf さらに前u.... しうると巧ーえられるこ

111 合板製造条件

ラワン単板の切削条fj二と l司慌の条{，1二で切削 L た ìj'í..W をも t ，1， 、て 30 c附 x30 cmx4 mm の合物、を f'f，n梨し

次の接着力試験を行ったコ

1. 接着剤の配合

使用擬青斉Ilf土ユーロイド No. 120 (東洋高ト1:製〕で Table 1 の町令によったc

Adhesive 
No. 

Table 1. 捷着剤!の配合

Mixed proportions of Adhesives 

下 |塩化アンモジ!
ーロイト i 

| N0l却 雌一向液 i イ小、変粉
Uι引J.. 川..loiばd No. 1ロ201 20% 可H，心川C口1 I Wheat fl恥ou

s口i

けい光休
Fluorescent 
substance 

水
Water 

T. 単L景体 100 parts S parts o parts 
Resin on1y 

0.2 parts I 0 parts 

J[.増量体
Containing lOO parts ? parts 30 parts 0.2 parts I 45 parts 
extender 

2. 接着条件

樹種:ラワン，カランパヤン。

ìj't板橋成:ラワン，表板・実被 1 削tn ， 中板 2m削，刀ランパヤン，表flSZ ・実板 1m刑，巾 jj~ 2 開制の

3 ply 合板とした。

よれ板含水率:ラワン中板 8.7%. 外相'i. 10.29長，カランパヤン中板 13.3%. 外板 14.6%。

:塗付量:ラワン，カランベ\~ンとも 35 gf(30cm)2。

}五締圧力:冷庄 10 kgf口η2. 30 ごC にて 60 分行し、，ただち;こ熱圧. 10 kgfc間2 1000C にて qí.景体につ

いては 4 分，増量体については 5 分行った。なお，接着性能を適確に究明するため，接着剤中にけい光休

(P7-R1) を混入し，接着!再の破断状況を紫外線!照射装置により考察した"。

3. 接着力試験2)3) 4) 

白木炭林規格による常態試験，温冷水l試験を行った。をの結果は Table 2 に示した。

この結果によってラワ ν 主カランパヤ νの按苦力を比べると， カランノパ《吋刊ヤ少ンはラワンよりも常j態虫接着力

;にこおいて1.5 kgfc例m2， 温冷水言訊試式有、験で 3~8 kgfc刑ω2 も大きい{在値[直青を示しているるlり〉 また， カラン

水試験においてさえ 71~98% の木部破断率を示し(ラワ νでは 0~2お5%長)λ• Fv (接着剤と木部間のフア

ンデヤワ一 yルL スカによる接着力〉もラワンよりはるカか通に犬きLい、、。すfな￡わち，その層における破断率はカラ

ンパヤンの場介 2% にすぎない(単量休接着剤，混冷水試験〕が， ラワンにおいては最も悪い場合には

78% もの仙(増景休接着斉1]，混冷水試験〉を示している。



'1'able 2. 接着力試験結果

Results of adhesion strength tests 
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このようなことからカラ νパヤ νの探者問能は非常に良好である. j負手雪すれば按普符易であると考えら

れる c

IV カランパヤンのヘミセルロース含有量について

カランパヤン q1.絞の按着a試験iこ hいて，カピの発生が!ulfl著であったが，この原因はカピの栄主主淑となり

やすし、と思われるへミセルロース含有量が多しためではないかと考え.その定量を行い，さらにカランパ

ヤンとラワンについて比鮫した。

1. 試験の方法

簡単にするために試料を希薄醗で加水分解し，生成したj也元幹iを定歩:した。この場合セルロースをすで然

分解することなくへミセルロースを加水分解することは悶嫌であるので， 近似的に SCHORGER のマンノ

ース定量法の糖化条f'Hこ従って JJn水分解し，生成した糖を SCHOORL の方主主によっイ定量 L. これをグル

コ ス iこj~算してへきセルロースの.lt車交{[!立とした ;;1

試料:ロータリーレースで匂Jì'íll した気乾単板を 20 メ、Y シユょっこまかく粉砕したものを定量試料とし

たc

限糖化: SCHORGER 訟に准じたJ すなわち，風乾試料 2g に 5% HC1 (s. g.=1.025) 50cc を加え，

i宝涜冷却器を付して 3.5 n寺問者加，穏ill1し ， Y'~査は 30 cc の水とともに温め，抽出後穏泊したc この際

('1'を 3 同繰り返したのち， [lj(鴻液と洗浄許更をイ干し， NaOH 川被で中和して微険性 (pH=6.8) にとどめ

たのち 500 cc に希釈したへ

臓の定量: 300 cc ?~ニー角フラスコにフエリーシグA液 (CuSO，・ 5H"O 40g/l) 10 cc および B液(ロヅ

シェル胤 200 g , NaOH 150 g/ 1 ) 10 cc をとり， 糖液 20 cc を加えて 3 分間で沸騰させ， 2 分間削除を

行ったのち，ただちに;;PKで 25 0 C 付近まで冷却する。ついで 30% KI 溶液 10 cc. 25% H 2SO , 10 cc を

加えて遊離せる沃度を 0.1 N.Na2S20" で，でん粉液を指示薬として淵定し，空白試験の所'll.( Na2S20"景

との主さから SCHOORL の衣により Fルコースの景に機.11 した。

3. 実験結果

得られた結果は Table 3 1こ示したとおりである c これによるとカラシパヤンは，ラワン，-.:.):七し 2 f;'fili 

くのへミセルロースを台有しており，これがカピの発生を促進するーl刈となっていると考えられる。

Table 3. 勺ランパヤン材およびラワン材のヘミセルロース含有量 (比較値)

Hemicellulose content (re1ative v孔1ue) of klampeyan and lauan wood 

7 '7 ン

始j 干重 カランノ t ヤン ブ ワ ン Lau日n

Species Klampeyan Lauan 心 1Yl 辺材
Heart wood , Sap wood 

へきセルロース含有量
19.8 12.1 11.9 11.6 Hemicellulose content 

(based on dry weight) 20.0 11.3 11. 9 11.4 

( 91,,) 19.8 12.6 

hド 均 19.9 12.0 11.9 11.5 Mean 



合板に関する研究 (、第 9 報) (沼岡・松本・森屋) - 49-

v あとカ2 き

擬着1tt能についての試験結果は Table 2 に示したとおりであった': 1吉態試験においては試);ーの日切れ

が多大のため比較し烈れ、が，温冷水試験の結果から考察すると， カランノパζヤンはヲワンよりも按着ブ力J九，オ木t 

1部1邪1破断主ネ半彩〈とも高く F 引iγ， (イ本木tミ;材と f緩妥着剤の比按着力1 も rミ主:i: l 、と思われる ο 欠点と恩われるの』は土カピの発生し

やすいことと「巾F

いてlば土今後の (1州?リ引)川|ヲ究E 』i保1忠!題であるひ
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Studies on Plywood (Rep. No. 9) 

On the gluing properties of l,lampeyan wood 

Kunisuke HORIOKA , Tsuneo MATSUMOTO and Kazumi MORIYA 

(R駸um�' 

1n order to examine gluing properties of klampeyan (Anthoc吋halus cada1川a MIQ. , 

fam. Rubiaceae) wood as a raw material of plywood , some tests comprising veneer 

cutting by rotary lathe , adhesion of 3-ply plywood with urea m巴lamin co-condensa tion 

resin adhesive U-loid No. 120, adhesion strength test of plywood and so on , were carried 
out. 

Results obtained 日 re as fol!ows: 

(1) Veneer cutting by roJtary lathe is possible provided that lauan wood is cutting 

we l!, surface of veneer is smooth , and lathe check of veneer is 20~50% of its thickness. 

It is surmised that pretreating of log comprising cooking or boiling is effective for 

veneer cutting. 

(2) Plywoods for test , their constitution being 1. 2, 1 問問 3-ply ， were made from 

klampeyan and lauan veneer. Adhesives are shown in table 1. and other adhesion data 

are: 

rate of spread: 35 g/(30 c刑判

cold press: 10 kg/crnヨ 30~C 60 間in

hot press: 10 kg/cm" 100 、 C 4 rnin (adhesive No. 1) 01' 5 min (adhesive No. 2) 

Adhesion strength of obtained plywoods were tested according to JAS. Results are 

shown in Table 2. When plywood made from klampeyan veneer is compared with plyｭ

wood from lauan , results show that the former has higher adhesion strength and more 

wood failure than the latt巴r ， and it is surmis巴d that Fv (speci自c adhesion by Van der 

Waal's force between wood and adhesivel of klampeyan is larger than Fv of lauan. 

(3) Klampeyan wood is easily attacked by mold. This is a defect of this species. 

It is surmised that the susceptibility to mold is clue to the fact that klampeyan 

contains more hemicellulose than lauan. 

The relative values of hemicellulose contents in klampeyan ancl lauan wood are 

shown in table 3. 

(4) Klampeyan veneer , immediately after cutting by rotary lathe , has an unpleasant 

smell. This is another defect of this species as a raw material of plywood. 


